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大阪光のまちづくり2030構想 第2フェーズ～第3フェーズへ
光のまちづくり推進委員会

大阪光のまちづくり２０３０構想

＜社会情勢の変化＞
➢ 新型コロナウイルス感染症の影響によりオンライン化が進展
➢ 新しい公共の概念や官民パートナーシップ（PPP)の進展
➢ 情報発信の双方向性の進展
➢ その他の社会環境の変化（経済・環境・都市）

関連計画との連携

水都大阪ビジョン

第３フェーズ
⚫ 水の回廊の更なる活性化【深

み・厚み】
⚫ ベイエリアや淀川舟運との連携

【広がり】
⚫ 人々が集う水辺ライフスタイル

の定着【つながり】

【第1篇 光のグランドデザイン】

【第２篇 光のまちづくり参考技術指針】 【第３篇 アクションプラン】

（１） 海と川を包含する
「水と光の東西軸」の創出

（２） 大阪都心での官民共創による
夜間景観形成

（３） 情報発信と情報共有の
ためのプラットフォームづくり

１．快適な光のまちの実現に向けて

２．大阪らしい光のまちに向けて

３．環境に優しい光について

(1)光景観を際立たせる７つの光の品質

(1)水辺の光

(2)緑を活かす光

(3)近代建築を際立たせる光

(4)街路の光

(5)おもてなしの光

(1)環境に優しい光への取り組みの意義

(2)環境に優しい光への取り組みの方策

(3)光源の選定

(4)灯具の選定

(5)照明の制御

(6)照明手法

(7)光害防止に向けた取り組みについて

① 中之島夜間景観の質の向上と永続化

② 中之島の新たな夜間景観の展開

③ 海と川を繋ぐ取組み

① エリアの個性を際立たせる夜間景観創出

② 行政計画等との連携を図る

③ 大阪・光の饗宴等、四季の特徴を

活かした個性あるイベントを継続的に展開

① 情報の一元化のためのウェブサイトの活用

② 関西・光ネットワーク会議による広域ネット

ワークの強化

③ 国内外に向けた観光振興・地域振興

具現化のための取組み第１フェーズ～第2フェーズへ

水と光の首都大阪のブランドを大阪関西に浸透し拡大～国内外へ発信

◆水と光の首都大阪のブランド確立と、永続化に向けて、更なる社会環境の変化を踏まえた仕組みの構築

ブランドの確立 「浸透・発信」（取組みの発展・拡大）

2030構想2020構想

永続化

大阪光のまちづくり2030構想 ブラッシュアップの背景 SDGｓに貢献する光のまちづくり
・光のまちづくりにおいては持続可能な社会を実現するため、グローバル目標であるSDGsの取組みへの貢献が必要。
・夜間景観に繋がるテーマを以下のとおり厳選し、２０３０年だけでなく２０２５年にも目標を据え今後の光のまちづくりに反映。

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに
８．働きがいも経済成長も
９．産業と技術革新の基盤をつくろう

１１. 住み続けられるまちづくりを
１２．つくる責任つかう責任
１７．パートナーシップで目標を達成しよう

『大阪らしさを活かした光』
～水を感じる光～

「テーマ性のある光」

「絵葉書になる光」

「やすらぎの光」

「もてなしの光」

①水辺の光環境を生み出し
『光と水』をテーマにした開発を推進

②話題性ある光空間の形成、
回遊性と物語性ある光を創出

③快適な光環境を推進、美しい夜景の創出

④経済的・環境に考慮した安全・安心な夜間空間

⑤都市として人々をもてなす配慮ある光の復活

大阪光のまちづくり『５つのコンセプト』

①水辺の光景観を永続的な風景とし、
「水都大阪」を際立たせる光の創出

②話題性ある光空間の形成、
回遊性と物語性ある光を創出

③快適な光環境を推進、美しい夜景の創出

④経済的・環境に配慮した安全・安心な夜間空間

⑤都市として人々をもてなす配慮ある光の復活

光の都市軸

年間を通じて
開催される

光のパフォーマンス

歴史や未来を
光で語る

光のまちづくりの
基盤となる

大阪 光のまちづくり
グランドデザイン

光の暦 光百景

具現化のための施策

『５つのコンセプト』の見直し ３つのファクター（光のネックレス構想）の再定義

【光の都市軸・再定義】
●光の東西軸 ●光の回廊 ●光の南北軸 ●光の庭

【光百景・再定義】
●施設管理者や民間開発者に対する「光のまちづくり」の理解促進
を図るための情報発信の強化
●国内外への情報発信（プロモーション）の継続、拡大
●情報集約機能の充実

【光の暦・再定義】
●四季の特徴を活かした個性あるイベントを継続的に展開
●公共空間を活かした大阪の魅力発信となる事例を増やす

＜技術の進展等＞
➢ LED化の進展
➢ スマートエネルギーネットワークの進展
➢ ITからデジタル変革（DX)の加速化
➢ 光の新たな役割や機能

これまで、2004年に策定した光のグランドデザイン、2020構想～2030構想に基づき、水と光の首都大阪のブ
ランドの拡大・永続化に向けて取組を進めてきた。

◎光景観のクオリティ向上に向けた取組み ◎光のまちづくり 官民共創の仕組みの検討
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大阪光のまちづくり2030構想 第2フェーズ～第3フェーズへ
光のまちづくり推進委員会

■万博機運醸成・会期中の取り組み

・大阪・関西万博会期中に万博のお祭りムードに沸く水と光のまち大阪を記憶に残してもらうため、万博期
間中青と赤のライトアップを各施設へ呼びかけた。
・博覧会協会と大阪公立大学の後援を得て、委員会メンバー施設に加えメンバー以外への参加呼びかけも
実施した。

【EXPO2025 OSAKAライトアップ】

期間：2025年4月12日～2025年10月13日
主催：光のまちづくり推進委員会
後援：（公社）２０２５年日本国際博覧会協会

大阪公立大学観光産業戦略研究所
通天閣 芝川ビル（淀屋橋） 安治川水門

関西電力本店ビル
堂島川護岸

●参画団体等（委員会メンバー及び事務局による声掛け実施団体）
※青字は当委員会メンバーではない団体
アーキテイメント㈱、大阪港湾局（此花大橋・夢舞大橋）、大阪市（中之島ガーデンブリッジ）、大阪府（安治川水門・堂島川護岸）
大阪府田尻町（田尻スカイブリッジ）、大阪府登録文化財所有者の会、京阪ホールディングス㈱（中之島駅）、千島土地㈱（芝川ビ
ル）、通天閣観光㈱（通天閣）、中之島高速鉄道㈱（中之島駅）、阪神高速道路㈱（天保山大橋・堂島川橋脚）、関西電力㈱
（関電ビル）

●広報
・4/10、プレスリリース（市政記者クラブ、五月会へ資料配付）。
・4/16、阪神高速提供のFM大阪ラジオ番組「阪神高速maruごとハイウェイ！」で天保山大橋・中之島橋脚の特別ライトアップを紹介。
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大阪光のまちづくり2030構想 第2フェーズ～第3フェーズへ
光のまちづくり推進委員会

■万博の振り返りとしての取り組み

大阪・関西万博の終了に伴い、万博や今年の思い出を振り返る機会としてフォトコンテストを実施
Instagram等で募集を行った
2月中旬に入賞作品発表予定

※写真はイメージ

賞品

テーマ：大阪 ひかりの記憶
期間：2025年10月23日（木）～2026年1月18日（日）

チラシ
応募作品例
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大阪光のまちづくり2030構想 第2フェーズ～第3フェーズへ
光のまちづくり推進委員会

• 第２フェーズでは、万博を契機に一体的な夜間景観や光コンテンツが創出された。

• 第2フェーズでの活動結果を踏まえ、万博レガシーを引継ぎ、水と光の東西軸や他の光の都市軸の発
展に向けて、各団体と連携しながら活動していく。

南
北
軸

大阪城東部
地区開発

東西・南北軸の結節点

中之島の

さらなる価値向上

難波宮跡整備

中之島西部
地区開発

中之島GATE

夢洲

Beyond EXPOにて重要度を増す

水と光の東西軸
官民連携でベイエリアの夜間景観形成を進めていく

※画像はイメージ

【参考】第3フェーズの推進イメージ

光の回廊

光の庭

※光の都市軸
「東西軸」「南北軸」「光の回廊」「光の庭」を指す

■第3フェーズのアクションプラン作成方針 4



大阪光のまちづくり2030構想 第2フェーズ～第3フェーズへ
光のまちづくり推進委員会

• 2030構想第3篇アクションプランを受けて、第3フェーズのアクションプランを設定

• 第2フェーズの活動結果を踏まえてアクションプランをブラッシュアップし、５つの項目に整理

• アクションプランは、万博のレガシーを引継ぎ、他団体と連携しつつ水と光の東西軸や他の光の
都市軸を発展させることを目的とする

2024年～2025年 2026年 2027年 2028年 変更の意図

目指す姿

アクションプラン

① 中之島夜間景観の質の向上と
永続化 ①東西軸の夜間景観の質の向上と

永続化に向けた取り組み

万博を機に東西軸の光景観は広がりを見
せた。それらの景観を受け継ぎ、発展させる
ことを目的とし変更した。② 海と川を繋ぐ取組み

③大阪都心各エリアの個性を際立
たせる夜間景観創出 ②大阪各エリアの個性に応じたナイ

トタイムエコノミーや光のコンテンツ創
出の取り組み

万博を機に、大阪ではナイトタイムコンテン
ツの活性化とともに夜間景観や光コンテン
ツが増加した。両者を一体的にとらえ、一
過性のものとせずに継続すること、ナイトタイ
ムエコノミーの促進を目的に変更した。

④各エリアで取り組む季節感とエリ
アブランドを活かした光のコンテンツ
創出

⑤国内外に向けた情報発信とブラ
ンディング

③国内外に向けた情報発信とブラン
ディング

過去から実施しており、今後も継続しつつ、
より良いブランディングを検討することが効果
的であると判断し、変更せず。

⑥光景観のクオリティ向上に向けた
取組み

④官民連携による光景観のクオリ
ティ向上に向けた取り組み

今後も官民連携を継続することを目的に
変更した。

⑦光のまちづくり官民共創の仕組み
の検討

⑤水と光のまちづくりに向けた連携

今年度改訂される水と光のまちづくり推進
に関する基本方針を踏まえ、今後、水と光
の両者が更なる連携を目指すことを目的に
変更した。

万博レガシーの継承、水と光の東西軸の発展万博に向けた各種取り組み実施

■第3フェーズのアクションプラン 5



大阪光のまちづくり2030構想 第2フェーズ～第3フェーズへ
光のまちづくり推進委員会

• 光景観や光コンテンツの継続に向けた情報収集を実施予定

• 光景観のPRとして、オンライン「光の百景」（※）募集を実施予定

２０２６年 ２０２７年

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

目指す姿
万博レガシーを引継ぎ、水と光の東西軸の発展に向けて
各団体と連携しながら活動していく

第3
フェーズ
アクショ
ンプラン

① 東西軸の夜間
景観の質の向上と
永続化に向けた取
り組み

②大阪各エリアの
個性に応じたナイ
トタイムエコノミー
や光のコンテンツ
創出の取り組み

③国内外に向けた
情報発信とブラン
ディング

④官民連携による
光景観のクオリ
ティ向上に向けた
取り組み

⑤水と光のまちづ
くりに向けた連携

護岸、橋梁のライトアップ機器更新に向けた検討

各エリア団体や企業等が主体となった、エリアの特性に応じたの光演出の実施

「光の百景」告知・募集

大阪市景観計画・景観読本（夜間景観ガイドライン）に基づく夜間景観向上

アウェアネスカラーライトアップカレンダーのプロモーション

大阪光の饗宴PR

大阪光の饗宴

改訂後の水と光のまちづくり推進に関する基本方針を踏まえた水と光の連携

季節に応じた夜間景観の継続

光景観や光コンテンツの継続に向けた情報収集

「光の百景」
オンライン展示

委員会による実施

他団体と連携して実施

「光の百景」
実施方法検討

※オンライン「光の百景」
instagramでハッシュタグを用いて募集し、集まった写真を取りまとめ、HP上で公開する。
企画の詳細は現在検討中。

■次年度計画 6


